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 もみじ台地域においては、昭和４７年度に小野幌小学校から分離してもみじ

台小学校が開校したのを皮切りに、みずほ小学校、もみじ台南小学校、もみじ
台西小学校が順次設置されました。 

 ピーク時の昭和57年度には４校合わせて4,274名の児童が在籍していまし
たが、その後、児童数は減少を続け、平成20年度には1,112名でピーク時の

26％となり、将来推計では今後も減少が見込まれています。 
 

このため、もみじ台地域は、平成 19 年 12 月に札幌市教育委員会で策定し
た「札幌市立小中学校の学校規模の適正化に関する地域選定プラン［第１次］」

において、子どもたちにとって良好な教育環境を確保するため、学校規模の適
正化を検討すべき地域に選定されています。 

 
■ もみじ台地域の児童数推移 ■ 

発行 もみじ台地域小規模校検討委員会 

 もみじ台地域 
      小規模校検討委員会ニュース  

 もみじ台地域小規模校検討委員会では、もみじ台地域の学校規模の適正化を進めるため
の諸課題について具体的な方策を今後検討していきます。検討内容は「小規模校検討委

員会ニュース」としてお伝えし、地域の皆さまのご理解とご協力を得ながら進めてまい
ります。 
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■ もみじ台地域４校の概要 ■ 

 

◆準備会における説明、検討内容 
 

 平成20年６月30日午前１０時より、もみじ台小学校にて開催された準備会で

は、以下の事項についての説明や検討が行われました。 
 

●小規模校検討委員会の設置について 
 
●委員長、委員長代理の選出、 
 司会進行の選任 
 
●検討委員会の運営方法 
 
●関連する情報の提供 ほか 
 
 

z もみじ台地域小規模校検討委員会を設置する 
 

z 委員長には東更司氏、委員長代理には児玉浩子氏が選出された 
 

z 司会進行には有我功氏が選任された 
 

z 検討の結果、本委員会は非公開で行なうこととなった 

準備会での決定・確認事項

もみじ台小学校 みずほ小学校 もみじ台南小学校もみじ台西小学校

普通 ９学級 ７学級 １０学級 １４学級

特別支援 ２学級 - ２学級 ２学級

普通 ２３６名 １９８名 ２４５名 ４３３名

特別支援 １５名 - ４名 ８名

昭和４７年度
昭和５０年度
（もみじ台小学校

　　　から分離新設）

昭和５３年度
（みずほ小学校
　　から分離新設）

昭和５４年度
（もみじ台小学校
　　　から分離新設）

６，４６２　㎡
（校舎5,629㎡、

　屋内運動場833㎡）

８，００３　㎡
（校舎7,109㎡、

　屋内運動場894㎡）

７，４９３　㎡
（校舎6,529㎡、

　屋内運動場964㎡）

８，０９４　㎡
（校舎6,829㎡、
屋内運動場1,265㎡）

１３，１１１　㎡ １４，８９５　㎡ １３，７８９　㎡ １３，６９１　㎡

建物面積

校地面積

学級数
（H20.5.1）

児童数
（H20.5.1）

開校年度

学 校 名
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z 本委員会の検討内容は「検討委員会ニュース」として地域に情報を発信する 

・ ４校の保護者には各学校から配布 

・ 地域の一般世帯には町内会組織を通じて町内回覧 

・ 教育委員会のホームページにも掲載する 

・ 作成にあたっては事務局と委員長、コーディネーターの三者で内容を

チェックする 

 

■地域の色々な方々の意見を集約していく必要があることから情報の

発信は大切である。いい方法があれば検討し、色々な意見が聞ける開
かれた会議であるとのスタンスを持って欲しい。 
 
■今後どういう手順でどういう進め方がいいのか、全体の会議のスケジ

ュール感を事前に示して欲しい。 
 
■公正さと正確さを期すため「検討委員会ニュース」を唯一の情報発信

媒体とし、各学校の配布物に独自の情報を載せない。 
 
■複数学級になった方が子どものためにはいい。子どものためを考える
と、時間をかけずに早く検討を進めた方がいい。 
 
■子どもの数が少ないと、一人ひとりの子どもに目が行き届くなど小規

模校のよさはあるが、子どもたちのことを第一に考えた場合、統合は
避けては通れない課題。 
 
■地域の中の学校ということは学校の役割として大事なことである。地
域に根づいてきている学校なので、統合後も何らかの形で地域との関

係を続けていけたらいい。 
 
■個々の学校の事だけではなく、もみじ台地域の子どもたちのためにど
うしたらいいのかと大きく捉えていかなければならないし、地域とい

う面で考えていかなければならない。 
 
■小規模校のよさもあるが弊害も見えてくるため、統合の目的を明確に
し、実施にはある程度のスピードも求められる。 
 
■親のエゴだけで物事が動いていくのではなく、子どもの目線が大事。 
 子どものためにどうするか、色々な意見を出し合い、皆さんと一緒に 

 検討したい。 
 
■検討委員会ニュースの配布日は、各学校間で差があっては地域の混乱
を招くため統一すべき。 

各委員から寄せられた意見
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  委員長 東  更司（もみじ台自治連合会 代 表） 
      渥美 千春（もみじ台西小学校 ＰＴＡ代表） 
 司会進行 有我  功（（社）北海道未来総合研究所 研究理事） 
      泉    亨（もみじ台西小学校 ＰＴＡ代表） 
      今井 修次（もみじ台南小学校 校 長） 
      岡田 祐一（元 ・ 曙 小 学 校 校 長） 
委員長代理 児玉 浩子（もみじ台地区民生委員児童委員協議会 代表） 
      坂野  稔（もみじ台自治連合会 代 表） 
      佐藤 美穂（もみじ台南小学校 ＰＴＡ代表） 
      三田 健滋（もみじ台南小学校 ＰＴＡ代表） 
      篠原 陽子（み ず ほ 小 学 校 ＰＴＡ代表） 
      高橋 良治（もみじ台西小学校 校 長） 
      長井 芳幸（も み じ 台 小 学 校 ＰＴＡ代表） 
      新田 憲一（み ず ほ 小 学 校 校 長） 
      森田 貴子（も み じ 台 小 学 校 ＰＴＡ代表） 
      山内 邦夫（も み じ 台 小 学 校 校 長） 
      山崎 善仁（み ず ほ 小 学 校 ＰＴＡ代表） 

 

 地域の子どもたちにとって、良好な教育環境を確保するための検討を行う本

委員会は、次回の第１回検討委員会より具体的な活動に入ります。第１回検討

委員会は７月下旬を予定しています。 
 
■事務局 
 札幌市教育委員会総務部計画課（配置計画担当） 
 〒060-0002 札幌市中央区北２条西２丁目 ＳＴＶ北２条ビル 
 T E L 011-211-3836 ／ FAX 011-211-3837 
 MAIL haichikeikaku@city.sapporo.jp 
 
※この検討委員会ニュースは、近日中に「札幌市教育委員会ホームページ」 

（http://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top）にも掲載を行う予定です。 

もみじ台地域小規模校検討委員会では、もみじ台地域の皆様からのご意見を

お待ちしております。事務局宛にご意見をお送りください。 

第１回検討委員会について

　
検討委員会の構成（五十音順・敬称略）


